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【保護者の皆様へ】

保護者の皆様に多大なご理解とご協
力を得つつ緊急事態宣言が発出され
るなど、新型コロナウイルス感染症拡大
状況が見られた中での1学期終えようと
しています。
今学期はさらに、学習指導要領の完
全実施2年目を迎え、「主体的、対話的
で深学び」の実現や、タブレット端末の
1人１台の配置などに伴う大きな教育の
変革が始まりました。
そこで、まずもって、4月以後の保護
者の皆様のお子様への深い愛情に基
づくご尽力、本校教育へのご理解ご協
力、さらには皆様の社会におけるそれ
ぞれの持ち場における努力に敬意を表
します。
本当にありがとうございました。

新型コロナウイルス感染症拡大は再
び予断を許さない状況になりつつありま
す。
ご家庭や地域における健康や安全な
生活にご留意いただくとともに、ご心配
や不安がありましたら、学校にもご相談
等していただきますようお願いします。
また、基本的な生活習慣や学習習慣の
確立は、どのような世情のもとでも、お
子様の「生きる力」の原資となります。お
子様へのお声かけや支援のほどお願
いします。
2学期には、体育大会や修学旅行、
自然学校、校外学習などの行事を企画
し、お子様方とともにさらに「豊かな学
び」の提供に向けて最善を尽くして参り
ます。今後ともよろしくお願いします。

失敗しない人・・・
それが本当にいるとすれば、「神さま」

あるいは「何もしないひと」です。

新型コロナウイルス感染症に負けない生活を

ワクチン接種が進みつつあるとはいえ、ともすればまだまだ感
染症拡大懸念されます。
市民の皆様には、熱中症のリスクにも考慮しながら、周囲に人

がいる環境ではマスクを着用すること、3密の回避や身体的距離
の確保等に取り組んでいただくとともに、大人数での会食や飲み
会を避けていただくよう、お願いいたします。

また、発熱やだるさ等の症状がある場合は外出を控えていただ
きますこと、早めの受診をお願いいたします。

先日（7月17日）の土曜学習、「南極クラス」で、第61次南極越冬隊隊
員（なんきょくえっとうたいたいいん）の鈴木さんの言葉です。

鈴木さんは、「わたしが南極に行けたのは、なんにでも挑戦することが
すきだったから。でも、そのかわりに失敗もいっぱいしてきました。」と
おっしゃっていました。
「毎日、欠かさず1時間勉強する」
「図書館に行ってみる」
「興味のあることを調べてまとめる」
「英語に挑戦」
「家の手伝いを必ずする」
「朝ご飯を作る」
「花に水やりをする」
「毎日読書を頑張る」・・・

小さなことでも、当たり前のことでも、毎日の積み重ねは大きな成果に
なります。また、やりきった自信はかけがえのない宝物になります。

なんでも楽しみながら挑戦していく毎日。
もちろん健康第一、外出の時は安全第一。
今年の夏も、頑張りましょう。

かけがえのない夏休み


